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実験動物は正常周期を有する na 2 系成熟処女マウスを用い、生後10週で去勢、副腎別除、各種ホル
モンペレット背部皮下移植などの処置を行こない、 14種類の内分泌変調群を出現させ、それらの形態
学的変化を追求した D













またestrogen (E) を投与すると、その濃度に関係なくいずれも高い発癌率を示したが、 prog由
esterone (p) 、 testosterone (T)投与によって発癌率は低くなった。
去勢、副腎別除をおこない微量のEを投与した群では発癌率は去勢群よりも高くなったが、 co­
rtisone (CR) およびDOCA (D) 投与実験では発癌率に変化を認めなかった。










あるいは H 型より侵入癌に移行する Schìllerのいわゆる Spray carcinoma に類以した所見を認め、
Eが増殖を促進させると共にさらにその増殖の拡がりをも促進させる作用が強いのであろうと推


















が有力な因子となっている事が、また progesterone ， testosterone は antiestrogenici ty の立場から
発癌を抑制している事実を確認している。
なお、去勢、副腎別除等の処理により、副腎が癌発生に重要な役割を演じていることを示唆する成
績を得ているので、子宮頚癌発生実験において新しく内分泌変調の意義を究明した点に本研究の価値
があるものと考える。
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